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はじめに

志木市教育委員会

教 育 長 白 砂 正 明

志木市はi奇五県の南東部に位置し、都心から 25km圏内という距離にあるため、住宅建設を

始めとする各種開発行為が非常に多い地になっています。

ところで、市域を流れる柳瀬川・新河岸川に面した台地縁辺や荒川低地の自然堤防上に は 

14カ所の埋蔵文化財包蔵地が確認されていて、様々な開発からこれを保護することが文化財

保護行政の急務となっています。

当市では、埋蔵文化財の保存のための発掘調査を行い、その成果である貴重な山土品を多

く保有していますが、これまでは専用の施設が無いこともあり、これらを分散して保管して

きました。そして、このことは出土品の有効な活用を行っていくうえで、大きな障害になっ

てきました。

この度、これを解消するために、展示機能を備えた埋蔵文化財保存施設の建設が計画され

ることになりましたが、建設予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である巾里子遺跡内であ るため、

該当地に存在する埋蔵文;化財の取り扱いが問題になり、教育委員会では、その保存方法につ

いて検討を重ねました。

その結果、本施設の建設はこれからの文化財保護行政を行っていくうえで必要不可欠であ

り、そのため当初の計画を進めることにし、 該当地の埋蔵文化財の保存に関しては記録保存

のための発掘調盃を実施することで対応することにしました。

発掘調査では、約7，000年前の縄文時代早期の炉穴や、 市内では少ない約 3，500年前の縄文時

代後期の土器が発見され、多くの成果を得ることができました。

発掘調査 ・整理作業及び調盃報告書刊行につきましては、関係各位の皆様からは多 くのご

協力をいただきました。ここに、心から感謝申し上げる次第です。

最後に、本書が埋蔵文化財の理解と認識を深めるとともに、志木市の歴史を学ぶための一

助になれば幸いに存じます。
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1 .本書は、埼玉県志木市柏町 l丁目に所在する� I~I野遺跡(県No.09-002) の第71地点の発掘調査報告書

である。� 

2. 発掘調査及び整理作業は、志木市教育委員会が主体となり、発掘作業は、半成� 20年11月18日から12

月16日ま で実施した。� 

3.調査地点の地番及び面積は、以下のとおりである。

地 番:埼主県志木市中白町� 1J目1513 1 

調査面積:634.87 m'(内、 発掘調査面積� 201.4rn') 

4. 本書の作成において、編集は佐々木保俊が行い、尾形則敏が補佐した。執筆は下記以外を佐々木保

俊が行った。

第� 3章第� 1節遺構内野美津江

第� 3章第� 1節(4 )包含層出土遺物、第� 4章 青木修�  

5. 遺物の実測は、宮川幸佳・成田しのぶ・一階堂美知子・高杉朝子が行った。写真撮影は、佐々木保

俊が行い、 青木修が補佐した。� 

6.出土した遺物及び記録類は、 志木市教育委員会で保管している。� 

7 .調査組織

調査 主 体者 志木市教育委員会

教 育 長 白砂正 明(半成20年 4 月~)

教育政策部 長 新井 茂(平成17年� 4 ~ 6月、� 10月~半成 21年� 3月)

山 I~I 政市(平成21年 4 月~)

生 涯学習課長 吉 田 洋(平成19年� 4月~平成� 21年� 3月)

土岐隆 一(平成21年 4 月~)

生 涯学 習課 副課 長 土岐隆 一 (平成20年� 4月~平成21年� 3月)

醍醐一 TF会(平成21年 4 月~)

生 涯学習課 主 幹 大 熊克之(平成19年12月~)

生涯学 習 課主 査 佐々木保俊(昭和61年� 4月~平成21年� 8月31日)

尾 形則 敏(半成21年 4 月~)

生 涯学習 課主任 尾形 則敏(昭和62年� 4月~半成21年� 3月)

松永真知子(平成18年 4 月~)

高 野 雅也(半成20年� 4月~平成21年� 7月)

生 涯 学 習課主事補 徳留彰紀(平成21年 4 月~)

志木市文化財保護審議会 神山健 吉(会長)

井上園 夫・高橋長次・高橋 豊・内 田 正子(委員)� 

8. 発掘調査及び整理作業参加者� 

0発掘調査

調査担当者 佐々木保俊



調査員 内野美津江

調査補助員 宮 川幸佳

発掘協力員 高杉朝子・成田しのぶ・二階堂美知示

。整理作業

調 査 員 内野美津江

調査補助員 宮川幸佳・青木 修

整理協力員 高杉朝子・ 成田しのぶ ・二階堂美知子 

9.発掘調査および出士品整理作業・発掘調査報告書作成にあたっては、以卜の諸機関・諸氏にご教示 ・

ご援助を賜った。記 して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部生涯学習文化財課・埼玉県立歴史と民俗の博物館・埼玉県立さ きたま史跡

の博物館・埼玉県立嵐山史跡の博物館・ 埼玉県立埋蔵文化財センター・(財)埼玉県埋蔵文化財調査

事業問・朝霞市教育委員会・朝霞市博物館・新庄市教育委員会・和光市教育委員会・ 富士見市教育

委員会・富士見市立水子員塚資料館・志木市立志木第四小学校

会田 明・ 浅野 信英・ 浅 野晴 樹 ・荒井 幹夫 ・飯田充晴・ 井 上尚明・上出 寛 ・

碓井 三 f・梅沢太久夫・江原 JI憤・大 谷 徹 ・岡 本東 三 ・織笠 明 子 ・書上 元 博・

柿沼幹 夫 ・加藤 秀之 ・加 藤 緑・ 金子直 行・隈本健 介 ・栗 島義明 ・栗原和 彦 ・

栗原文蔵・黒酒和彦・小出輝雄・肥沼 正 和・小久保徹・粛藤欣延・笹森健一・

佐 藤康二 ・塩 野 博・斯波 治・白 石浩 之・ 実 川Jl Ji ・鈴木 一 郎・鈴木加津子・I-

鈴木 正博 ・高崎直成・ 田 代 隆・田 中英 司・坪田幹男・照林敏郎・中島岐視生・

中 島 宏 ・中村 倉司 ・鍋 島直久 ・並 木 隆 ・根兄 靖・野沢 均・早川 泉 ・

早 坂賢人・堀 善 之・松本 富 雄・ 三 田 光明・ 矢 口 孝悦 ・柳 井彰 宏・ 柳田敏 司 ・

領塚正浩・和田省治・渡辺邦 仁 ・渡辺 誠

お凡 v

1. 本書の遺構 ・遺物の挿図版の指示は、以 トーの とおりである O

。遺構の略記号は、以下のとおりである O 

Jニ縄文時代の住居跡 D二土坑 FP=炉穴 M=溝跡


。遺構・ 遺物の挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。


。遺物写真図版の縮尺は、任意とした。
 

O遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。
 

2. 遺構の士層説明や土器の記述の中で用いた色彩の表示方法は『新版 標準士色帖 1999年版』農林

水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修によった。
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第 1章遺跡の位置と環境

第 1節市域の地形の概要

志木市は埼玉県の南東部に位置し、市の南西は朝霞 市・新座市と接し、北東は荒川によっ て、 さいた

ま市 と北 西は柳瀬川によ って富士見市と画される O 市の規模は東西 473km 南 北 4.71km 面 積 9.06knl. ・ ・ を

担Ijる O

市 域の地形は 、市 の中 央部 を南 東流 する新河岸川によ って大略二分され、北東部は荒川(旧入間川 )

によ って形成され た 低 地 、 南 丙 部 は 武 蔵野 台地の野火lヒ台に あ た る。 より 詳 しくみると、市の北西部 を

流れる柳瀬川は流 末で90度近く東方に流れを変へ、新河岸 川に合 流す る。

武 蔵 野 台 地は古多 摩川の扇状地といわれ、 標 高 100mを測る青梅市付近を扇頂にして西 か ら東に向 け

て大 きく 広 がる O 志木市 の台地部分は、武蔵 野台地の北東端 部にあたり、北東 に向 けて緩やかに傾斜 し、

南西奥部の新座市と の境付近で、標高約19m、先端 で� 9m前後を測る O また、朝霞市との境には南西方向

に小さな谷 が入り 込 む た め 、 市 域 の 台 地 部分は大きな舌状を呈 している。

荒川が形成し た 低 地 は 、 市 域 では上流部 で標高 約� 6m、下流部で約 5mとあま り比高差はないが、 部

分的に自然、堤防がみられ、僅か な起伏が認め られる 。� 

No 遺 跡 名 遺跡の規模 地 目 遺跡、の種類 遺跡、の時代 主な遺構 主な造物

、
、

日石器、縄(早~晩)
後) 石器集中地点、住居跡、 石器、縄文 ・弥生土器、土師器、

土坑、井戸跡、溝跡、等 須恵器、陶磁器等63.010 rrf畑・宅地 集落跡 弥� (後)、古� (前~野� 
平、中・ 近世

旧石器、 縄 (草自IJ~晩) 、 石器集中地点、 住居跡、 石器、縄文・弥生土器、土師器、
山� 79.280 rrf畑・宅地 域館跡 ・集落跡 弥 (後)、 古 (前~後)、 土井坑 坑満 関 須恵器、陶磁器、古銭、鋳造関連城跡墓士、跡戸 、室跡下柏地、、、

)、

奈 平、中近世 速、鋳造関連等 造物等� 

石器集中地点、住居跡、
11日石器、縄 (早~後)、 土坑、方形周溝墓、土坑|石器、縄文土器、土師器、師、弥(後)、古(前~後〉、

5 I中 斗 川十土吋�  平、中・近世 墓、地下式坑、溝跡、道 陶磁器、古銭、人骨等
路状遺構等� 

6 塚/山古墳� | 800 rrf 林 古墳? 古 墳? 古 墳? なし

旧石器、 縄 (iJíj ~晩) 、 石器集中地点、住居跡、� 
弥� (1麦� 、土坑 方形周溝墓 井Fゴ石器、縄文;・ 弥生土器、土日市器、西原大塚� 1 163.930 rrfI畑・宅地 集落跡 古� (前・後)

跡、溝跡等 須恵器、陶磁器、古銭等奈・ 平、中・ 近世

|中

Ji 

馬，

縄C早~中)古 (前・後)J員塚、住居跡、土坑、方 石器、貝、縄文・ 弥生土器、土日市8 事� !¥G 16.400ー 宅地 貝塚 ・集落跡 中・近世 近代 、形周溝墓、井戸跡、講跡、器、 陶磁器、占銭等直E状遺構、 ピ� 

9 城山貝塚� 900 rrf 林 貝 塚 縄 (前) 斜面員塚 石器、縄文土器、貝

縄(草京 IJ~晩) 、 弥(後)、住居跡、 土坑、 方形・ 円
10 因子山� 62.200 rrf畑・ 宅地 集落跡 古 (後〕、 奈・平、 中・近 形周溝墓、ローム採掘j室 縄文・ 弥生土器、土師器、須恵(，1i、 

世、近代 街、溝跡等 陶磁器、炭化種子等� 

nl富上 前 7，100 rrf 宅 地 集落跡 弥(後) ~古(前) 住居跡 弥生土器、土師器� 

12 士号� 2.800 rrf t田 集落跡� |古(前) 住居跡? 土師器� 

131関根兵庫館跡� l 4，900 rrf グランド 館 跡� 世 不明 なし� 

14 宿 | 7.700 rrf 回 館 跡 中世 溝跡・井桁状構築物 木・ 石製品� 

15 市 場製� 13.800 rrf 宅 地 集落跡・墓跡 弥 (後) ~古(前) 、 近代 住居跡 ・方形周溝墓 弥生土器、 土師器、かわらけ� 

161 大
J も地

不 明 近世以降つ 溝跡ォJ;叩� 

メ仁ミ1 

平成21年12月4日 現在

第 1表 志木市埋蔵文化財包蔵地一覧� 

1 
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第� 1図 市域の地形と遺跡分布� 0/20000) 
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第 2節市域の遺跡、の概要

市域の埋蔵文化財包蔵地は、 主に柳瀬川と新河岸川を臨む台地上の縁辺部に集中する。柳瀬川流域に
ll. ‘ま お っ J冶

は上流から、西
に

j属
t

大塚遺跡(旧石器時代、縄文時代早 ・前・中・後・晩期、弥生時代後期、古墳時代前 ・

第 2図 中野遺跡と調査地点(1 /3000) 
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後期、奈良・ 平安時代、中・近世)、新邸遺跡(縄文時代前期、弥生時代後期、古墳時代前期、中・近

世)、中道遺跡、(旧石器時代、縄文時代中期、古墳時代中・後期、奈良 ・平安時代、中・近世)、城山遺

跡(旧石器時代、縄文時代草創・前・中期、弥生時代後期、古墳時代前・中・後期、奈良・平安時代、

中・近世)、中野遺跡(旧石器時代、縄文時代中期、弥生時代後期、古墳時代中・後期、奈良・平安時

代、中・近世)。柳瀬川と新河岸川の合流する付近に市場裏遺跡(弥生時代後期)。新河岸川流域には因

子山遺跡(縄文時代草創・中・後・晩期、弥生時代後期、古墳時代前・後期、奈良・平安時代、近代)、

富士前遺跡(弥生時代後期、古墳時代前期)。また、朝霞市との境にある谷の奥部には大原遺
おおはら

跡(近世)

があ るO

荒川低地には現在、宿遺跡(近世)、馬場遺跡、(古墳時代前期)、関根兵庫館跡(近世)があるが、向

然堤防上には未発見の遺跡がある司能性も残されている O

第� 3節遺跡の立地と環境

中野遺跡は、柏町� 1丁目に位置する面積約63.000rrfの集落跡である O

遺跡は北側に柳瀬川を臨む台地上に位置 し、標高 9~ l1 mを測り南から北に向か つ て傾斜する 。 台地

下の低地の標高は 6~7mで、台地から低地へなだらかに移行する。 遺跡の西側には南方向に入り込ん

でいる柳瀬川|からの狭い谷が認められ、城山遺跡と画 している。遺跡、を載せる台地上の現状は、大部分

が宅地であり僅かに畑地を残している。

本遺跡の最初の発掘調査は昭和59年に志木市遺跡調査会が実施し、それ以降、教育委員会・ 遺跡調査

会が発掘調査を行っていて、旧七器時代、縄文時代早~晩期、弥生時代後期、古墳時代前・後期、奈良・

平安時代、中・近世の集落遺跡であることが知られてきている O 

3T  
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第� 3図 確認調査時の遺構縫認状況� (1/300) 
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第 2章発掘調査の概要

第 1節調査に至る経過

平成19年、志木市では、柏町一丁目地内の旧市民プ ル跡地に出土品の活用を前提とした埋蔵文化財

保管施設の建設の計画された。

そして、志木市教育委員会(以下、教育委員会)では、平成20年度「地域づくり提案事業補助金要綱」

に基づき、(仮称)郷土の歴史的遺産を保管・展示する施設整備事業の事前要望書を埼玉県南西部地域

振興センターへ提出した。その結果、平成20年 7月28日付けで平成20年度埼玉県ふるさと創造資金の中

で地域づくり提案事業補助金の交付決定通知書の交付があ った。

事業の内容は、平成 20年度に旧巾牟民プール跡地の整備及び適正字管理用擁壁設置工事を実施 し、 平成 21

年度には保管施設建設を実施し完了するというものである。

しかし、この事業の計画にあたる旧市民プール跡地については、周知の埋蔵文化財包蔵地であ る中野

遺跡 (No.09-002)内にあるため、当該計画が埋蔵文化財に影響を与える場合には何らかの保存措置を講

じる必要があ った。

これにより、事前に埋蔵文化財の有無を確認するために埋蔵文化財確認調査を実施するこ とに決定した。

その後、教育委員会は、平成20年11月14日に確認調査を実施した。確認調査は、調査区長軸に 3本と

婦.軸に 1本の計 4本のトレンチを設定し、パックホーで表土を剥さ、 同時に遺構確認作業を行った (第 

3図)。

その結果、 4本の卜 レンチからは、以下のよ うに遺構が確認された。 

l弓卜レンチ(1 T) 現況 GLから 50cmで、確認曲.に達し、作居跡と思われる遺構 1基を検出 した。 

2号 トレンチ (2T) -1 Tで検出された住居跡と思われる続きを確認し、また、 土坑と思われる遺

構 1基を検出した0 

3号卜レンチ(3 T) 西端に焼上を検出した。 

4号卜レンチ (4T)一撹乱が著しく 、現況 GLから 170cmの深さまでに影響が及んでいる部分もあった。

この結果に基づき、教育委員会では、建設計画の変更が不可能であるという結論に達し、保存措置と

して発掘調査による記録保存を実施することに決定した。

その後、教育委員会では、理蔵文化財発掘・発掘調査の通知を提出し、 11月18日から発掘調査を開始した。

第 2節発掘調査の経過

発掘調査は平成 20年11月18日から開始し、 パックホーでの表上掘削を行う 調査対象面積の約 2/3は、O

プール建設時の掘削により破壊されていた。 

11月25日 プール跡部分の上砂の排除とともに、 遺構確認作業を実施した。その結果、縄文時代の所

産と思われる住居跡・上坑・炉火、古墳時代後期のものと思われる住居跡などを検出し、

古墳時代の住出跡を67号住居跡 (67H) として調査を始める。 
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26日 67Hを精査するが、出土する遺物は縄文時代のものが大部分で、古墳時代の住居跡とする

には疑問がわいてきた。 

27日 67Hの覆十一と思われる黒褐色土の下位に地山である褐色土を確認、 67Hが住居跡であ る可

能性が少なくな った。また、土坑状の遺構を検出、 105号一上坑 005D)とした。 

28日 昨夜来の雨のため、南側の調査区境の土砂が崩落。シート・土嚢を使用して養生を行う。 

67Hの精査を続けるが、覆土と思われていた黒褐色土は縄文時代の遺物包含層であ ること

が確実視されてきた。 

12月 l日 105・106D、 12号炉穴 02F P)の精査を開始する。 105Dの覆十一は非常に軟質で、 下半

から骨粉と思われる白色物質を検出した。また、形状が円筒形を呈するなど、 近世以降の

墓跡、と想定された。 106Dの覆土は非常に硬質で、縄文時代の遺構の可能性をうかがわせ

るo 12 F Pの覆土には焼土粒子を多く含む。 105Dの十一層図を作成する O 

2日 105・106D、12FPの精査。 13号炉穴 (13F P)、 7・8号溝跡(7・8M)の調査を開

始する o 13 F Pの覆土には焼士粒子を多く含む。 105Dの写真撮影を行う o 106Dの土層図

を作成する。 12・13FPの土層図 ・平面図・断面図の作成、写真撮影を行う O 

3日 105・106D精査。 106Dの坑底から条痕文系の土器片が出土した。 遺物包含層の掘削を開

始する O 遺物の出土は多し、。 105Dの土層図修正、 平面図 ・断面図作成、 写真撮影を行う。 

106Dの平面図・断面図の作成、 写真撮影を行う O 

4日 14号炉穴 04F P)の調査を開始す る。覆土には焼土粒子を多く合む。 7・8Mの精査。

覆土は軟弱で、近世以降の遺構の可能性が高い。 8Mに切られて縄文時代の住居跡を検出。 

3号住居跡 (3J)とする。 14FPの土層図を作成する。 

5円 3 ]の調査を開始する。西側の大部分は調査区外。縄文時代中期後半の住居跡と思われる

が、遺物の出土は少ない。 14F P精査。 7・8M精査。南側で重複するが、新旧関係は把

握できなかった。遺物包含層掘削。 3]の土層図を作成する。 14F Pの写真撮影、平面図 ・

断面図を作成する O 

8日 3 ]精査。 検 11:された炉跡は地床炉。床面上から打製石斧が出土。 14F P精査。 15号 (15 

F P)の調査を開始する。 覆土には焼土粒子を多く含む。 7・8M精査。遺物包含層掘削。 

3 ]の写真撮影、 平面図の作成、 レベリングを行う 。 

9口 15F P精査。 7・8M精査。遺物包含層上位の黒褐色土を掘削、 下位の褐色土を掘り始め

るO 遺物は黒褐色土ほどではないが、 多く出土する o 15号炉穴の土層図を作成する。 

10日 15号炉穴精査。遺物包含層の黒褐色土 ・褐色土を掘削する。 15号炉穴の写真撮影、平面図・

断面図の作成を行う o 7 • 8号溝跡の土層図を作成する O 

11日 16号炉穴 06F P)の調査を開始する。 プールの建設により上部が破壊さ れていて、炉底

部のみが検 11:された。遺物包含層を掘削する。 16F Pの写真撮影、 平面図・断面図を作成

する O 遺物包含層の南北方向の土層図を作成する。 

12日 遺物包含層を掘削する o 7 • 8 Mの写真撮影、平面図の作成、レベリングを行う O 遺物包

含属の東西の十層図を作成する。 

15日 遺物包含層の掘削を終える。 

16日 重機によ る埋戻 し作業を完了する o 17日には器材の搬出を行った。 

7 



第� 3節基本層序

今回の調査地点は遺跡の西端にあたり、台地の縁辺部に位置していた。遺跡の西側の台地下には柳瀬

川からの谷が南北方向に入っているため、東西方向の層序� CA-Aノ)では東から西に向けて傾斜して

いる。 遺跡を載せる台地の傾斜は、現状では南から北に向けて傾斜をもつのであるが、南北方向の層序� 

CB-B')では北から南に向けての傾斜がみ られる。(第 5図)� 

l層表土。 
  

2層 褐灰色土(10YR4/1)。ローム粒子を僅かに含む。硬質。粘性あり� o 8号溝跡覆土。
 

3層 暗褐色土C10YR3/3)。ローム粒子を含む。硬質。粘性あり� o 8号溝跡覆土。
 

4層 黒褐色土� C1 0YR3/ 1)。ローム粒子・赤色粒子を僅かに含む。軟質。
 

5層 黒褐色土C1� 0YR3/ 1)。ローム粒子を含む。赤色粒子を僅かに含む。やや硬質。
 

6層黒褐色土(10YR3/2)。ロ ム粒子を僅かに合む。硬質。
 

7層 灰黄褐色土(1� 0YR4/2)。ローム粒子を含む。赤色粒子を僅かに含む。硬質。粘性あり
 O 

8層 灰黄褐色土� C1 0YR4/2)。ローム粒子を多く含む。硬質。粘性あり� O 

9層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。硬質。粘性あり� O 

10層 灰黄褐色土� (1 0YR4/2)。ローム粒子を多く 含む。硬質。粘性あり。
 

11層 にぶい黄褐色土� (1 0YR4/3)。ローム粒子を多く 含む。硬質。粘性あり。
 

B-

一ーー /ー--九一二一一一 一~、一
二と:二ニ二二三� 7 ← ー� 

8 

1m 

第� 5図土層図� ( 1 /60) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

第� 1節 縄文時代の遺構と遺物� 

( 1 )住居跡
 

3号住居跡(第� 6図)


[構造]西側は調査区外。� 7・8号溝跡に切 られる。 (半面形)楕円形か。(規模)不明。(主軸方位)

不明。(壁高)� 35~38cmを測り、 70。 前後の角度で立ち上がる。(壁溝) 検出されなかった。(床面)炉

周辺に硬化由ーが認められた。(炉)住居中央から北に偏って位置する。不明� X50cmを損IJる地床炉で、深

さlOcmの掘り込みを持つo (柱穴)検出されなかった。

[覆土]
 

1層表土。
 

2属 暗褐色土� (7.5YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。軟質。� 8号溝跡覆士。


、九1

L
丘三� h 4 

8>' 

コー� 
f エ ず L 

尻ヨ』� 
A-

2m 

第� 6図� 3号住居跡(1 /60) 

~IC"l(.. 
、ft'a. ρO')I轍遣事iP1織義久古川 O'Il

....~刊 4 

乏ιι
5cm 

』ーーー扇面孟ーーー
第� 7凶� 3号住居跡出土遺物� (1/3) 

-9-
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3層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ロ ム粒子を含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 

4層 明黄褐色土 (10YR6/6)。 ロームブロック O 硬質。 

5層 褐色土 (7.5YR4/3)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 

6層 にぶい褐色士 (7.5YR5/4)。 ローム粒子 ・焼土粒子を多く 含む。炭化物粒子を僅かに含む。

硬質。
 

[遺物]覆土中から土器片が僅かに出土した。南側床面上から打製石斧が出土した。
 

[時期]中期後半。
 

3号住居跡出土遺物(第  7図) 

1 • 2は内外面に条痕文が施される O 色調は lが樫色 (5YR6/6)、 2がにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)

を呈し、胎土には繊維を僅かに含む。 

3は隆帯により楕円形の区画が作られょうか。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈 し、胎士には

主母を多く含む。 

4は刻みが付加された隆帯が 2本、横院に貼付される O 上部の空白部には、半載竹管による集合沈線

が施されょうか。色調は灰褐色 (5YR4/2)を呈 し、胎士には相砂 ・輝石を僅かに含む。 

5は Lの撚糸文を地文とし、口縁部には隆帯による楕円形の区画が作られる O 色調はにぶい赤褐色 

(5YR5/3)から灰褐色 (5YR4/2)を呈し、胎土には細砂 ・細離を僅かに含む。 

6はRLの単節斜縄文を地文とし、 2本一対の隆帯により区画が作られるようである O 色調は明赤褐

色 (2.5YR5/6)を呈 し、胎土には粗砂 ・灰白色チャ ー卜 を含む。 

7はRLの単節斜縄文を地文とし、平行沈線が垂下するようである O 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)

を呈し、胎士には細礁を多く含む。 

8はRの撚糸文を地文とする O 沈線聞に 2条の波状沈線がみられる O 色調は灰褐色 (5YR5/2)を

呈し、胎士には組砂 ・輝石を多く含む。 

9は短冊形の打製石斧。長さ 93.2mm・幅 43.5mm・厚さ 19.0mm・重さ 92g 横長の剥片を素材とする O0

メj部は平刃状を呈する o tij;、岩製。 

( 2 )土坑 
  

106号土坑  (第 8図)


[構造]東側は撹乱されている o (平面形)楕円形か。(規

模)不明 x110cm・深さ 40cm前後を測る O 坑底は平坦で、

壁は 800 前後の角度で立ち上がる。(長軸方位) N -800 

E 。 

[覆土] 

1層 黒褐色土  (10YR3/ 1)。 ローム粒子を僅かに含

む。やや硬質。 

2層 暗褐色士(10YR3/3)。 ローム粒子を多く 含む。

炭化物粒子を僅かに含む。硬質。 2m 

3層 黒褐色土(1 0YR3/2)。 ローム粒子を多く 含む。

赤色粒子を僅かに含む。硬質。 第 8図 106号土坑(1/60) 

10 



[遺物]坑� Jまから僅かに浮いた状態で大型の土器片が出土 した。

[時期]早期後半。� 

106号土坑出土遺物(第10図� 1~ 3) 

1は北壁下、坑底から� 5cm程浮いた状態で出土した口縁部破片である� 底部か ら単純に聞く深鉢形土O

器で、口唇部下が僅かに括れる� 外面は口縁部が横位、以下、斜位に条痕文が施される� 口唇端部は平O O

坦で、条痕文が加えられる。内面は繊維痕による凹凸が顕著である� 色調はにぶい赤褐色� (5YR5/めO

からにぷい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。� 

2・3は覆土中の出土。外面に条痕文が認められる� 色調は� 2がにぶい褐色� (7.5YR5/4)、� 3がにO

ぷい赤褐色� (5YR5ノ3)を呈する� O 

L、ずれも胎土には繊維を多く含む。� 

( 3 ) 炉 穴 
  

12号炉穴(第� 9図)
 

[構造] (平面形)楕円形。(規模) 92X87cm・深さ� 25cmを測る。断面は椀状を呈 し、 壁は� 500 前後の角

度で立ち上がる。坑庇に被熱の痕跡が僅かに認められた。(長軸方位) N -30 Eo 0 
-

[覆土]� 

1層 褐色土� (7.5YR4ノ3)。ローム粒子を多く合む。焼土粒子を僅かに合む。やや硬質。� 

2層 褐色土� (7.5YR4ノ3)。ローム粒子・焼土粒子を多く含む。焼土小フ。ロックを僅かに含む。硬質。� 

3屑 灰褐色士� (7.5YR4/2)。ローム粒子を多く 含む。焼土粒子を僅かに含む。硬質。

[遺物]覆土中から土器小片� l点が出土したが、図示できなかった。

[時期]早期後半。� 

13号炉穴(第� 9図)

[構造](平面形)楕円形。(規慎) 70 X 60cm・深さ� 10cm前後を測る。断面形は皿状を呈 し、壁は� 500 前

後の角度で立ち上がるO 坑)丘に被熱の痕跡が僅かに認められた。(長軸方位) N-320 
- Eo 

[覆土] 

1層 樟色� (5YR6/6)。ローム粒子 ・焼土粒子を多く 含む。焼土小ブロックを僅かに含む。硬質。� 

2層 黄褐色土(10YR5/6)。ローム粒子を多 く含む。焼土粒千を僅かに含む。硬質。

[遺物]出土はなかった。

[時期]早期後半か。 

14号炉穴(第� 9図)� 

[構造]� 8号溝跡に切られる。(平由形)楕円形。(規模) 70 X 50cm・深さ� 20cm前後を測る。断面は境状

を呈 し、壁は� 700 前後で立ち上がる� 坑内西側に深さ� 18cmのピットが検出された。坑)氏に被熱、の痕跡がO

0 
-僅かに認められた。(長軸方位)� N-20 Eo 

[覆土]� 

1層 褐色土� (7.5YR4/3)。ローム粒子 ・焼土粒子を含む。硬質。� 

2層 褐色土� (7.5YR4/4)。ローム粒子・焼土粒子を多く 含む。焼土小ブロックを僅かに含む。硬質。� 

11 




3層 灰褐色土� (7.5YR4/2)。ロー ム粒子を僅かに含む。焼土粒子を含む。硬質。
 

4層 灰黄褐色土(10YR5/2)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。硬質。
 

5層 黄褐色土(10YR5/6)。ロ ーム粒子を多く含む。焼土粒子を含む。硬質。


[遺物]覆土中から土器片 l点が出土 した。� 

[時期]早期後半。� 

14号炉穴出土遺物 (第 10図� 4) 

小波状口縁の土器になろうか。外面には� RLの単節斜縄文、内面には斜位に条痕文が施される� 色調O

は檀色� (5YR6/6)を呈し、胎土には片岩 ・輝石 ・繊維を僅かに含む。� 

15号炉穴� (第9図)� 

[構造](平面形)楕円形。(規模) 85 x 75cm ・ 深さ1O~35cmを測る O 坑底は西側に向けて傾斜を もち、 

45 x35cmの範囲で、被熱のため赤化している。壁は� 600 前後の角度で立ち上がる。(長軸方位 )N-200 ~WO 

[覆土]
 

l層 褐色土� (7.5YR4/4)。ロ ーム粒子を多く含む。焼土粒子・小ブロックを含む。硬質。
 

2層 褐色土� (7.5YR4/3)。ローム粒子を含む。焼士粒子を僅かに含む。硬質。
 

3層 褐色土� (7.5YR4/4)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。硬質。
 

4層 褐色土� (7.5YR4/4)。ローム粒子を多く含む。焼土小粒子を僅かに含む。硬質。
 

5層 赤褐色士� (5YR4/6)。ローム粒子 ・焼土粒子を多く 含む。焼土小ブロックを含む。硬質。


[遺物]覆土中から土器片が� 5点出土した。

[時期]早期後半。� 

15号炉穴出土遺物 (第 10図� 5・6) 

5・6は同一個体の可能性がある� 外面は条痕文を磨り消しているようである� 色調はにぶい樟色O O

(5YR6/4)を呈し、胎土には細砂 ・繊維を僅かに含む。� 

A-'-?"- Aー
之h 

A .l....一� ぷ言言� 14FP12FP 

A L.5. A~J. 

15FP 蕊~ 1仰
1m 

第� 9図� 12~ 1 6号炉穴( 1 /60) 
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第10図� 106号土坑・� 14・15号炉穴出土遺物(1� /3) 

16号炉穴(第� 9図)

[構造]撹乱により、坑底のみ確認。(平面形)楕円形。(規模)55 X45cm・深さ� 15cm前後を測る。坑底

は東側に段をもち、壁は600 前後の角度で立ち上がる O 被熱を受けた痕跡が僅かに認められる。(長方

位) N -500 -Wo 

[覆土]僅かに残っている覆土は、ローム粒子 ・焼士粒子を多 く含むにぶい黄褐色土� (10YR4/3)で

硬質。

[遺物]出土はなかった。

[時期]早期後半か。 

(4)包含層出土遺物

第� 3図の基本層序に基づき、遺物の取り上げを行った。包含層の堆積状況は、南から北へ下る現地形

と異なり、北から南への下り傾斜をもつものであった。包含層中の遺物は、基本属序における� 4層・� 7

層からの出土が中心であった。加えて、� 8号溝跡からも縄文土器がややまとまって出土したため、'-'-

では①� 4層中、� ②� 7層中、③� 8号溝跡中に分けて記述する O

また、� 4層中からは縄文時代以外の遺物も出土したが、ここで併せて記すものとする。� 

① 4 層中(第 11~14図・第 2 表) 

4 層は、確認できた部分で標高 7.3~6.6m に位置し、その厚さは 20~50cmを測る O 縄文時代の土器を

中心lこ打製石斧� 1点、弥生土器・ 土師器・須恵器が出土した。土器類の総量は、約� 17.8kg。内訳は縄

文時代早期0.9%・前期0.8%・中期50.4%・後期21.4%・時期不明日.2%、弥生時代後期末葉~古墳時代

前期0.4%、古墳時代後期~平安時代の土師器� 0.7%・須恵器� 10.9%、平安時代の灰粕陶器� 0.3%、中世以

降の陶器(常滑聾)0.2%で、中でも縄文時代中期後半から後期前半の土器が目立った。縄文時代以外

の遺物で図示できるものは弥生土器、平安時代の土師器・須恵器の一部に限られた。

一� 13-



縄文時代早期の土器群(1~ 5) 


いずれも、後半条痕文系土器の破片である o 1 ~ 4は貝殻条痕文のみ施文・ 5は無文で型式は不明。


縄文時代前期の土器群 (6 ~ 9) 


6・7は中葉の羽状縄文系の繊維土器で、 6の原体は合撚の縄文。 8 • 9は後葉の諸磯式土器で、ど

ちらも半載竹管による平行沈線文を主文様とする O

縄文時代中期の土器群(10~47) 


10~13は初頭の五領ヶ台式で集合沈線文が主体となる。 14は前~中葉の阿玉台式。 15 ・ 16 は中葉の勝


坂式。 17~46は後葉の加曽利 E式。 17~19は縄文と隆帯による文様構成、 20 ・ 21 は撚糸文を地文とする

もの o 22~28は条線文を地文とするものo 29~35は微隆起もしくは沈線で、口縁部に幅の狭い無文;帯を

区画するもの o 36~42は縄文と沈線によって文様が構成されるものo 43~46は縄文と微隆起線文で文様

構成されるものO 

47は連弧文土器の破片。

縄文時代後期の土器群 (48~127) 

48~68は初頭の称名寺式で、:帯縄文や沈線と磨消の帯による J 字文やスペード文など、区画文で文様

が構成されるものO そのうち 66~68は縄文を持たず、列点を充填するもの o 69~74は称名寺式、もしく

は堀之内式と思われる -卜器。 75~99は前葉の堀之内式十日 仰 

る懸垂文をもつものが主{体体本本宇となる o 76 ・ 86~88は地文縄文。 89~95は堀之内 2 式。 100~113は中葉の加

曽利 B 式土器。 100~104は口唇部直下に、亥Ijみを持つ細 L、隆線が巡るもので、堀之内 2 式から加曽手Ij B 

l式期の所産と考えられる o 110~112は注目一卜器であろうか。 114~118は後期と思われるが型式不明の

十一器片。 119~127には祖製十一器を一括した。

縄文時代の石器(128)
 

128は打製石斧である O 石材はホルンフェルス。 長さ 78.8mm・幅49.2mm・厚さ 20.3mm・重さ 90 gを測る O


弥生時代後期末葉~古墳時代前期の土器(129・130)
 

129・130は壷形土器である O し寸どれも小破片で、外面には単節斜縄文を施した後、 2段の自縄結節文


が施文さ れている。 無文部には赤彩が施される O

平安時代の須恵器・土師器(131~135)
 

131~134は須恵器で、 131は坪形土器の体部下半から底部にかけての破片である O 色調は淡灰褐色を


呈し、胎土には白色砂粒を僅かに含む。ロクロ同転は右回転で、底部には同転糸切り痕が残る。時期は 

9世紀以降で、東金子製品と思われる o 132は長頚瓶の頚部である。内面口縁部直下には蓋受部のもの

と思われる段を有する O 色調は青灰色を呈 し、胎土には白色砂粒を含む。 133・134は聾形十一器で、 133

は口縁部から頭部にかけての破片である。 仁|縁部は外反し、複合口縁を早する。色調は灰褐色を基調と

し、 胎土には白色砂粒を含む。 134は胴部破片で、色調は灰色を呈し、胎土には白色砂粒を含む。 内由i

には当て道具痕(無文)、外面には平行叩き 目痕が残る O 

135は土師器で、台付警の胴部下半から脚台部にかけての破片である O 色調は内面が暗黄褐色、外面

が淡茶褐色を呈し、胎十一には黄褐色粒子 ・砂柑を含む。内面は胴部がへラナデ、脚台部は横ナデが施さ

れる O 外面は横ナデが施される。 

② 7層中(第 14・15図・第 2表) 

7 層 は、確認できた部分で標高7.3~6.4m に位置し、その厚さは部分的にばらつきはあるものの概ね 
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第12図包含層出土遺物  2(4層) (1/3) 

16 



守事r!J102 

zzi届言jj告言B4

ハ
パ
川
品
川

υ川
M

切
首句
E

 

¥ 

111 

A 10cm 

第13図包含層出土遺物� 3 (4層)� (1/3) 



F¥三

"¥ 

123 

f 

もバdf 

128 

Cーゼt司、~~会九ー3h 五 ?ーミf円1タJー ヤ…¥ヘ¥ と玄、� 129 

L
¥ 〕グ
':~~::1}{:: 、 
山『~;:二郡t'ρ沼七. '?~7~司';.;~ 

133130 

も� 二寸
) f

135 

y融機騒f 
d 

4 
日� 10cm 
4一 一 一 →

第14図包含層出土遺物� 4(4層・� 7層)� (1/3) 

一� 18 



l ii¥j欝¥
10cm 

11dUlQ4プ� m! 

第� 15図包含麿出土遺物� 5(7層)� (1/3) 

-19 



Y主主主プ〉

静UL験j事J9

ジ 
10 

第16図 包含層出土遺物 6(8 M) (1/3) 

20cm程度で、あった。出土遺物は縄文時代のものに限られ、土器、総量約 2.8kgと打製石斧 l点が出土し

た。内訳は早期 6%、前期 1%、中期 58%、後期 14%、時期不明 21%で、 4層同様、中期後半から後期

前半の土器が中心であった。

縄文時代早期の土器群 (l~7)

いずれも早期後半条痕文系の貝殻条痕文を施文する胴部片である。

縄文時代前期の土器群 (8 ~ 10) 

8は中葉の羽状縄文系の繊維土器、 9・10は後葉の諸磯式の破片である。

縄文時代中期の土器群 (11 ~25) 

11は半載竹管による二重の隆線で文様を区画し、 集合沈線を充填する。二重の隆線はその一部を分離

し三角形の隙聞を作り、その内側を切削 し陰刻文としている。また隆線で小さな円を描きその内側も陰

刻している O 初頭の五領ヶ台式であろう o 12・13は中葉の勝坂式。 14は型式不明だが中期前半の所産と

思われる。 15~ 25は後葉の加曽利 E 式。 24は地文に複節縄文を持つO

縄文時代後期の土器群 (26~48) 

26~29は称名寺式。 30~36は堀之内式。 37~44 ・ 48は後期の所産と思われるが、詳細不明なもの。 45 

~47は粗製土器を一括した。

縄文時代の石器 (49)
 

49は二次加工痕のある剥片で、 石材は黒曜石。長さ 41.8mm・幅 27.3mm・厚さ 12.2mm・重さ 9.8gを測る。
 

③ 8号溝跡中 (第16図 ・第 2表)


縄文時代の中期後半、後期前半の土器を中心に平安時代の須恵器 l点が出土した。


縄文時代早期の土器群 (1・ 2) 


1・2は条痕文系土器の破片である O いずれも貝殻条痕文施文の胴部片で、型式は不明。

縄文時代中期の土器群 c3~ 8) 

3は勝坂式の胴部片で胎土への金雲母の混入が顕著である o 4 ~ 8は加曽手iJE式。 
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出土位置� 備考�  

赤褐� l
11胴 |貝殻条痕文(内外面) | 条痕文系� 01繊・白層 内面は黒色

5YR4/6 1 


|第11図� 21 胴� |貝殻条痕文(内外面)
明赤褐� 

条痕文系� 01 繊� 1 4層� |内面は黒色

5YR5/6 1 
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にぷ L赤褐! 一一一ー一一一→� 
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1
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第11図 内外面指頭によるナデ調整痕か
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1
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← 一 一一一
1，...1 Cr-I Ibhl~"'..ë."，，，，:，ri-，. bÔ-，Lr I IJ:--:-.，，--L，--'>*;，，01<rTT，r--"""n，!，図以胴|鋸歯状の沈線文/幅広の連続爪形文� 暗赤褐� |Ilíl'#~12.5YR3/4 1 
 勝坂� 4層� 

ミ↓� 

10
7 持/1 1加曽利 EI~III 十 1 


5YZ/6 | 加朝日 I~IIl o l 1 10 


にぶい赤褐� |加曲壬11 1:' TT__ffi 


'""日� γ5YR5/4 1


力日曽石τ--' O寸L密j1 1 1

目黒/6 1 

加割JE ト I 
1
0 


;;お抗 | 加計IjE町� 101 1 10 


1 

1 ，，1


1010 


1 ~11 r，m同l
い不 ノ� 

第11図口|口縁|隆帯区画Iによる口縁部文様帯/縄文RL 
← 一 一
第11図出胴|聞による時文/縄文RL 

第11図� 191胴� |隆帯と磨消による懸垂文/縄文RL

第11図� 201胴|沈線による懸垂文/撚糸文L 

第l幽幻|胴|撚糸文L

|第11図� 221口利沈線区画による口慨無姉/縦位条線文

4層

4層 |内面は縄D<色

4層� 

|内面はにぷい黄褐� 
4層 |色 

4層 |内面黒色� 

:122 
1 
1 


l | H音赤褐� 1 "'nM"' ， ' ~m第11図� d胴� |沈線(口縁部無文帯区画かつ)/縦位条線文 1 iyR3i4 1 加計IjEIV 

巳1jg]241胴(縦位条線文� l品坑 l力o曽未IjEIV I I 1 10 4層 |内面灰褐色
 

n~ Ô~......('，r -.........T{¥rl

第11図� 251I

1"A'I-
胴|縄文RL/条線文

1 I
1 
1 


1 
1 


にぶい槌 1 "'n~~" ~ 1

加問IjE 10| 褐� 4層 |内面にぶい褐色175YR6/4 1 


l第11図� 261胴� |蛇行条線文� l占t11 加町IJE 1 1 1 101 褐 4層� |内面にぶい褐色
 

第11図� 271胴 蛇行条線文� I~";'い樫| 加問Ijト� I 1 10 4層
| I >U"~'""~ 17.5YR6/41 U"=" ~ 

第11図ぉ|胴 1詩文/半裁竹管による蛇行した懸垂文・� 2本� J赤十島� | 割Ijつ� 1010 1 10 l内面黒色
 
げ ~yR5/7I ~ I ~

4層|
|石英の混入が顕著
 

隆起と沈線による区白文/縄文� LI 燈� | 

。
一00
 

こ
一

o 4層� 

4層� 

戸11図却|口縁|R 人」�  75YRM| 

FJ加曲手
〔

5YR6/6
お11図� 301 微隆起区幽による 口縁部無文帯/沈線と磨消し

ν川旧縁|による曲線文/縄文RL 川町�  

ー
ハ
υ
一
�
 

会111図� 32口縁15潜Fthよる口縁部無文帯/沈線による曲線
7Ji6/61 加酎� IJEIV III101 白� 

V'--' rr---4'- IJ --' 檀沈線医固による口縁部無文帯/円形の刺突列文|'''''' ~Ý3.I 1 IJ~/"'.. m /IJJI/ -1"J/'../'J/"'..1 7.5YR6/6 |第111図� 31口縁縄文RL 
げ� 5YR6/61 4層� 1内面赤彩か?� 

4層� 

↑

I l内面はにぶい灰黄
I 101 褐� 

l褐色'， EIV加軒Ij黄予 |..;n川こ� 
= ，， ~..1uYR7/3 1 ."


75E/1| 加計IJEIV 1 I 


第11図 お|口5沈線区画による口側無文帯/縄文RL

第11圏� 34 口縁|沈線区画による無文帯/縄文RL
1


4層1 
 1


。
 4層 |内面はにぶい掻

第11図� 351口縁� |口縁部無文帯/縄文� LR
にぶい掻� 

JE IV 4層I O曽干力日� 7.5YR6/4 

石石英角角閃石 ・輝石磯細磯砂 砂粒繊繊維白 :白色粒子 褐褐色粒子 金ー金雲母

第� 2表包含層出土土器一覧(1)� 
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挿図番号 部位 文機・特徴なと

第11図� 36 1向� 2本の沈線による懸垂文/縄文RL

RL沈線による懸垂文/縄文� 』同� 37図11第

第11図� 38 用司 磨消懸垂文/縄文RL

第11図� 39 胴 沈線による 区画文/縄文 LR

第11図� 40 H同 沈線に よる医画文/縄文 LR

第11図� 41 用司 沈線による区画文/縄文 LR 

第11図� 42 1同 沈線/縄文 LR 

第11隠143 1同 微隆起線によ る懸童文/縄文� LR

第JJ図� 44 月司 微隆起線に よる懸垂文/縄文 LR

LR微隆起線による懸垂文/縄文� 』同� 45図11第

第11図� 46 桐 微隆起線による懸垂文/縄文LR

第12図� 47 胴 沈~J~ に よる波状文/条線文/横位沈線文

口縁部にi放隆起を巡 らせ、微隆起上に縄文/縄
第12図� 48口縁 文 RL/微隆起の上側には列点、文、 下問IJには列� 

点を伴う沈線を沿わせる/沈線区画の磨消文� 

小波状 口縁/波頂部�  I二百に円形刺突文/口唇部
第12図� 49口縁

肥厚/幕縄文� LR 

色 調

浅黄檀

lOYR8/4 

樟

75YR7/6 

にぶい燈

75YR6/4 

援

7.5YR6/6 
によ、L吋萱

5YR6/4 
lこ ぶ し、 Î~

75YR6/3 

t量
7.5YR6/6 

褐灰
7.5YR4/1 

明赤褐

5YR5/6 

P豆Z
5YR6/6 

!天褐

5YE4/2 

明亦褐

25YR5/6 

にぶL、褐

75YR6/3 

燈

7.5YE6/6 

時期 ・型式

加曽手IJE II 

力日曽手IJE II~m 

加曽手I 皿JE n~

加曽手Ij E m~IV

加曽手IJEIV 

加曽和JEIV 

加曽利E 

加曽手IJ E m~IV

加曽和JEm~IV 

力日曽手IJEm

加問手IJE m~JV 

連弧文系

加曽手IJEJV~ 
称名寺� I

称名寺� I 

胎土混入物

石 角 記事 砂、 他

O 

O 

。
。

O 

O O 

O 

。
O 

褐� 

O 

。O 

O 

。
O 

O O 

O 

出土位置

4層� 

4層

4層

4fi出� 

4層

H百� 

4居� 

4届� 

4層

4府� 

4屑

4層� 

4層

4厨

備 考

内面に煤状の付着� 

物

内I向灰褐� 

内面黒褐色� 

内面黄褐� 

内面暗赤褐� 

褐し、ぶこi
第12図� 50口縁 帯縄文 LR 称名寺� I O O O 4月号� 

称名寺� I O '11暫 突起部欠損� 

75YR5/3 

思褐
第12図� 51口縁 波状口縁/帯縄文 LR/穿孔(径約13mm)

5YR3/1 

明赤褐
第12図� 52口縁 沈線によ る氏画文/縄文 LR 称名寺� I O 4層 内面は赤褐色

5YE5/6 

。
O 4層第12関� 53口縁
波状口縁Ii皮頂部小突起先端に刺突文/帯縄文 日音赤褐

称名寺� I O OLE 5YR3/4 

!こ� 

沈線と磨消による曲線文(J字文?)/縄文R にぶい黄燈 加曽手IJEIV ~ 
第12図� 54 目司

L JOYE7/3 称名寺� I 
O 4屑 内面はにぶい樫色� 

;;g55 
浅黄燈 胎土に黒色粒子と5fil21 1同 帯縄文 LR(J字文つ)

lOYR8/4 
称名寺� I 黒� 4庖

O 

O 

。
白O 

空隙が目立つ

第12図 56 1問
微隆起線 ・沈線による 区画文(J字文?)/縄文 黄褐

称名寺 I 。 4層 内面赤褐色
RL lOYR5/8 

第12図� 57 ijl~û 微降起線 ・沈線による区画文/縄文RL
明赤褐

称名寺� I O 白� 4麿 内面黒褐色
5YR5/6 

第121五j58 1同 沈線 ・謄消しによ る懸垂文/純文� LR
にぶい赤褐

称名寺� I O 4窟 内面は明赤褐
5YR5/4 

首i12[孟159 IJ同� (，[:線/帯縄文RL
設

称名寺� I O 4屑 内面褐色。
O 

7.5YR6/6 

5im図� 60 国司 帯縄文 LR
にぶい赤褐

称名寺� I O 4屑
5YE5/4 

灰褐
称名寺[�  O i 4扇第12図� 61 IJ同 沈線による区画文/縄文� LR

5YE4/2 

灰褐
第121刻� 62 1同 帯縄文� LR(J字文ワ)

第12図� 63 』同 帯縄文� LE/沈線仁には列点文

O 4層称名寺� I
75YR5/2 

鐙 O O 4層称名寺� I
5YR6/6 

沈線区画内に縄文�  LR(スペード文ワ� )/円形如lにぶい赤褐
:jfm図� 64 1同

突文� 5YR4/4 
称名寺� 1? O O 4層

赤褐 石 ・角の混入は顕� 
第121:;<165 月間 帯縄文� LR/懸垂文内に列点文

5YE4/6 
称名寺� I O O O 4庖

若

灰褐
IJ第12図� 66口縁 口唇書l肥厚/ 月、i 沈線区画内に予� 称名寺H 4屑文充填

7.5YR5/2 

第12図� 67 !問 沈線医画内に列点文充填� 
7.5YR6/6 

称名寺 H O O 4麿 内面赤褐色

第12図� ω j
褐灰

称名寺H O 4層
75YR4/1

調整点文/ケスリ状の器[/f� 11沈線区画内に手問1

黒褐 称名寺 II~
第12図� 69口縁 口唇部は内出/沈線によ る懸垂文

7.5YR3/2 堀之内� l

。
。白

白O 

411'l 

燈 称名寺 II~
第12図� 70 !胴 沈線文

5YE6/6 堀之内� l
4屑� 

石石英角 。角!史J.ti.i!lIi{j ~葉細線齢、砂粒白 白色粒子褐褐色粒子 黒黒色粒子

第� 2表 包含層出土土器一覧(2) 

22 



出土位選� !rith部位| 文様・特徴なと 色� i問� ! 日持j・型式� 石市7 入物H台仁混面i[f'P図番号 備 考嗣一

。。
事~ fl:\
4層第12図� 71 胴 沈線による曲線文

75YR3/1 堀之内� l

。� 4層第12凶� 72 制 沈線による懸垂文� 
5YR6/6 堀之内� 1

。 。
 灰黄褐
4麿 内面黒褐色� 沈線文/縄文 LR第12図� 73 胴 称名寺 ・堀之内

10YR5/2 

。。。
 褐[J(
4麿� l勾商は燈色� 沈線文/縄文 LR第12図� 74 制 称名寺・堀之内

5YR4/1 

波状口縁波頂部直卜� lこ横{立� 2個の円形文/口唇
内面に輪積み痕が

層

10 4。|� 1堀之内� 
索、褐

部に沈線を巡らせる/沈線・蛇行沈線による懸垂� 口縁75凶12第� 
文/沈線による� iVJ状文/円形車Ij突文/縄文� LR

5YR3/1 
白� 

皇民若

第12図� 76口縁
口縁部は内屈/口唇部外面に円形刺突文と沈線 褐灰

堀之内� 1 O C 4層 内面はにぷい後色
7.5YR4/2 

第12図� 77口縁
波文/状胴L部� 部小突起に� 3本の妻I 位

堀之内� 1

。� 
4s"i 

l縁に/沈波線頂文 Jみ!2本の� 。。。� 
沈線による懸垂文� 7.5YR7/6 

第12図� 78口縁
波状口縁/波]頁部突起に円形刺突文/沈線によ 明赤褐

堀之内� l 4麿。� 
る懸垂文� 5YR5/6 

亥Ijみを施した隆需による懸垂文/沈線/円形刺 にぶい賞後
第12図� 79 胴

突文� 10YR7/4 
堀之内� l 。 。� 4層 断面凶の|向き

第12図� 80 胴
にぶ L 叶~

堀之内� 1 琵。沈線による渦巻文・懸垂文
7.5YR6/4 

4f

明赤渇 。 。� 第12凶� 81 勝l 沈線による弧線文・直線文
5YR5/6 

堀之内� 1 H再 安行� 3cワ� 

にぶい黄後 。。。。第12図� 82 刷 沈線による斜行文
10YR7/3 

掘之内� 1 4層� 

樫
第13図� 83 1同 沈線による斜行文・曲線文

7.5YR7/6 
堀之内� l 。 。� 4居 内面は褐色� 

頭部に巡らせた平行沈線の聞に連続刺突文/縦 にぶL、大豊
掘之内� 1 4層第13図� 84 制

伎の沈線� 7.5YR7/4 

第13図� 85 胴
沈線を伴う目占付文による向かい合わせの弧線文� f霊

堀之内� l 4層。 。� 
/円形刺突文/帯縄文 LR 7.5YR7/6 

第13図� 86 胴 沈線による懸垂文/縄文LR
褐灰

堀之内� l 4層。。� 
7.5YR5/1 

第13図� 87 胴 平行沈線による懸垂文/縄文 LR
黒褐

堀之内� 1 4層 九百はにぷい燈色。 。� 
7.5YR3/1 

にぶL、褐
第13凶� 88 胴 平行沈線による直線・曲線文/地文は縄文か

7.5YR5/3 
堀之内� 1 4層 内自は明赤褐色� 

第13凶� 89口縁
口縁部内屈/口唇部外面に沈線を巡らせ、下部 にぶい黄燈

堀之内� 2 4層。� 
に亥Ijみ/胴部は斜位条線文� 10YR7/3 

卜一一

波状口縁/波頂部卜に押圧を施した隆帯による にぶい檀
〕。 。� 第13凶� 90口縁

懸垂文/口縁部内面に円形刺突文と縦位沈線文� 7.5YR6/4 
堀之内� 2

。 。� 
4層

41波状口縁/波頂部内面に円形京Ij突文と口縁部直 褐灰
第13図� 91口縁 堀之内� 2 ，曽

卜に同心円状の弧線文/外面は帯縄文LR 5YR5/2 

。 。
 第13図� 92 勝l
口縁部直下に刻みを伴う隆帯/横位の帯縄文L 褐灰

堀之内� 2 4層 内面は明赤伺色
R 7.5YR4/1

。
。
褐� 

第13図� 93 A同 帯縄文 LR
褐灰

堀之内� 2 4層 内面はにぶい櫨色
7.5YR4/1 

lこぶL、極
第13図� 94 胴 横位区l由jに平行沈線による斜行文/縄文 LR 堀之内� 2 4層

75YR6/4 

。 。
 褐灰 内面はにぶい黄褐
第13図� 95 胴 沈線文(三角文ワ)/縄文� RL 堀之内� 2 4属

lOYR5/1 色

。 。� 第13図� 96口縁 口唇部内屈/外面口唇部直下に� 1本の沈線
にぶい亦褐

4層
5YR4/3 

堀之内

。 。
内面口唇部直卜に浅い沈線/細沈線による直線・ 明赤渇
第13図� 97口t幸

弧線文� 2.5YR5/6 
堀之内

。
。
 

第13図� 98口縁波状口縁?/1盗帯上に亥jみ/沈線� 
4霊

4層� 

4層

堀之内
75YR7/6 

第13図的
胴� 3本の平行沈線による入手且文/括れ部分に横位 にぷい黄燈

堀之内?
沈線文/縄文 LR lOYR7/3 

。 。
 第13図100口縁
口唇部下に五IJみを伴う降帯を巡らせる/横位の� lこぶL、褐 堀之内 2~

4層
帯縄文 LR 75YR5/3 力日曽手� JB 1 I

口唇上に矢羽根状の妻IJみ/外面口容部L百卜� lこ刻 。。寄縄文の区� l
黒福 堀之内 2~

金第13図101 口縁 みを伴う隆帯/沈線( 4層由j線ワ)/内面� 5YR3/1 
加首利� B1 

口唇部直下に� 2条の沈線

。
。
。
 

第13凶102口縁
外面口唇部直卜に刻みを伴う隆帯/沈線(帯縄 褐灰 堀之内 2~

4層

4層

文の灰l由l線つ)/内面口唇部に� 2段の隆需を貼付� 7己YR4/1 加首平� IJB 1 

口唇部直下に哀Ijみを伴う際帯/内面 口唇部直下 にぷい亦褐 招之内 2~
第13図103口縁

に� 1本の沈線� 5YR5/4 力日曽手Ij� B 1 

にぶい燈第13図1041口総→口唇部直 卜に刻みを伴う隆帯/内面口唇部直下
に� 1本の沈線� 5YR6/4 加曽未Ij� B1 1010 

金金雲母白色粒子渇褐色粒子白準砂砂粒5'球ー綱角閃石 ・輝石� 石英角6

第� 2表 包含層出土土器一覧(� 3 ) 
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挿図番号 部位 文様 ・特徴など 色 調 時期・ 型式
胎土混入物

出土位置 備 考
石 角 臣事 砂 他

。
。
 

第13図105口縁
波状沈線を横位に� 2段施文し、 その頂部上に横位の 樫

加曽利 B1 O 4層
沈線を� 3本巡らせ文様持:を形成/地文は縄文合撚 R 2.5YR6/8 

口属部外由を面取り/口縁部外由に� 4本の平行 にぶい黄燈
第13図106口縁 加曽平� JB 1 O 4層 内而は黒褐色

沈線を巡らせ(細横帯文)、沈線聞に斜位の亥Ijみ lOYR7/3 

口縁部に� 1本の沈線/口唇部内面に� 5ヰ:の平行 にぶい赤褐
第13図107仁l縁 力目曽干IJB 1 O O 4層

沈線 (細横帯文) 5YR5/4 

加曽利 B1 。 O
明赤褐外面無文/内面に平行沈線文を巡らせ (細横帯

目同� 108図13第 4層
文)、沈線問� l本おきに斜位に刻み� 5YR5/6 

第13図109 胴 横帯文:(縄文 LR) /!x線
7.5YR6/3 

加曽利 B1 O O 4層� 

黒褐

にぶい褐

。

。
。

。
。� 

。
。

。
。

第13図110把手 橋状把手/円形刺突を伴う� i8Jの字状貼付文
75YR3/1 

加曽利 B O 。� 4層� 

第13図111 1同
頚部に 6 ヰ;の平行沈線文/胴部は 4~5 本 l 単一 にぶい褐

加曽平!JB O O 4層
内面はにぶい黄褐

位の平行沈線による弧線文(同心円文つ)� 7.5YR5/4 色

第13図112 底� 5本� 1単位の平行仏線による弧線文 り邑l心円文?)
黒褐

加曽利 B 。 O 4層 内面黒色
7.5YR3/1 

燈
第13図113 胴横帯文(縄文�  LR)/沈線

5YR6/6 
加曽未!J� B? O 4層 裏面は灰褐色� 

第14図114注目
注[1部上半/付け根部分に沈線/外面に指紋あ 燈

後期� 片� 4層
り� 5YR6/6 

O 

第14図115 胴 縄文LR
檀

後期ワ� 4層
75YR6/6 

l火褐
第14図116 1同 縄文� LR 

75YR5/2 
後期つ� O 4層 内面燈色� 

明赤褐
第14図117 底 ;iA¥文

2.5YR5/6 
後期つ� O 4層� 

第14区1118 底 網代痕
暗赤褐

後期 4層
5YR3/4 

第14図119口縁 口唇部内而直下に� l本の沈線/外出無文
檀

後期末且製� O 4層
5YR6/6 

外面無文/口唇部直下内面に沈線/斜位のナデ 明耳、褐 。第14図120口縁
調整か� 5YR5/8 

後期粗製 O O 4層

無文/仁 l縁部内湾/指頭による横伎の ナテ調整 にぶい檀
第14図121口縁 カ〉� 7.5YR7/3 

後期粗製� O 4層

第14図122口縁 口唇部はやや薄� L、/縄文� LR
浅黄燈

後期粗製� O 4層
7.5YR8/4 

第14図123 1同� 7本単位の斜位の条線文
褐!天

後期組製� O O 4層� 99と同一個体� 
5YR4/1 

褐灰
第14図124 1同� 7本単位の斜位の条線文

5YR4/1 
後期粗製 。 。� 4層� 97と|司一個体� 

栓
後期粗製� 4層 半分は黒褐色� O O

75YR6/6 
正反の合撚(R)』同� 125図14第

。第14図126 1同� ix線による格子目文
燈

後期粗製 O 4層
5YR6/6 

にぶい赤褐
第14図127 1同 細iX線による格子目文

5YR4/3 
後期粗製� O O 4層� 

樟
第14図� l 1同 貝殻条痕文 (内外面)

75YR6/6 
条痕文系 繊� 7層 内由は黒色� 

内面は黒色� 層7繊O O条痕文系� 
樟

員殻条痕文(内外由)』同� 2図14第� 
7.5YR6/6 

第14図� 3 胴 貝殻条痕文(内外而)
燈

条痕文系� O 繊� 7層 内面は黒色� 
5YR6/6 

。 織� 

繊� 

明赤褐
第14図� 4 1同 員殺条痕文 (内外面) 条痕文系 7層

5YR5/6 

明亦伺
第14図� 8 1同 貝殻条痕文 (内外面) 条痕文系 7層 内面は灰黄褐色

5YR5/6 

にぷい黄褐
第14図� 6 1同 貝殻条痕文(内外面)

lOYR6/4 
条痕文系� O 繊� 7層� 

。 O 繊� 7層第15図� 7 1同 貝殻条痕文(外面)
黒褐

7.5YR3/2 
条痕文系

トー一一
にぶい黄褐

第15図白 口縁 縄文� R 
lOYR7/4 

黒浜? 繊� 7層

第15図
半裁竹管による平行沈線文の聞と仁 卜に、 向き 黒

諸磯b 7層 内面は褐灰色
RL 10YR2/1 

O
の異なる斜位の刻み/縄文 

月同� 9

第15図� 10口縁
口唇部直� Fに半裁竹管による平行沈線、その下 明褐

諸磯b O 7層

に斜行沈線/縄文� LR? 10YR5/6 


径帯ド画内に格子状の集合沈線

層7

。
O。五領ヶ台

灰黄褐I半裁竹管による� 
月同� 11図15第

/三角 ・円形の陰刻文� lOYR4/2 

第15図� 12口縁
口縁部内湾/口縁部無文/頚部に刻みを伴う隆 にぶい褐

勝坂 1$ 7層

帯を巡らせる� 75YR5/4 


石 。石英 角角閃石 ・輝石際 ・細磯砂:砂粒片:片岩織 ・繊維褐褐色粒子

第� 2表 包 含層出土土器一覧(4) 
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挿図番号 部位 文線・特徴なと 色 調 時期・型式
胎土混入物

出土位置 備 考
石 角 機砂 他

浅黄燈
第15閃� 13 胴 隆待区直に沈線を充填/隆帯の一部はま]落

7.5YR8/3 
勝坂� 7層� 

樫
第15図� 14 H同 押引文/連続爪形文/条線文 ・蛇行条線文

5YR6/6 
巾期? 。

O 

7脳� 

明黄褐	 内面はにぶい黄褐IIE 1)力日曽手沈線による蛇行懸垂文/撚糸文L	
10YR7/6 

O 7層
色

直線および� iUJ字状の沈線と磨消しによる懸 にぶい亦褐 )Em 褐色粒子は粘土小

垂文/縄文RL 2.5YR4/3 
加曽手I O 褐� 7層

塊

目同� 15図15第

月同� 16図15第

第15図� 17 H同 縄文LR/対向U字状の磨消区画文

第15図� 18口縁
口層部直卜に列点文/磨消と平行沈線による区� 
画文/縄文 LR 

第15図� 19 1同 磨消 ・微隆起による懸垂文/縄文� LR

第15図� 20 1同 沈線/縄文 LR

第15関� 21 胴� U字文/縄文LR

LR沈線/磨消/縄文� 』同� 22図15第

明赤褐

5YR5/6 

lこぶL寸昌
75YR5/3 

にぷい黄梅

lOYR6/4 

褐灰

lOYR4/1 

燈
5YR6/6 

褐灰� 

lOYR4/1 

加曽手I O O)E血� 

加曽干1 。
O 

)Em~IV 

加曽'fl)Em~IV O 。O 

加曽手1 半島)Em~IV 

加曽手I) Em~IV O 

。
O 

EIV 1)加曽平

7層 内面は黒褐色� 

7層 内面は黒褐色

7屑 内面は燈色� 

7層
内面はにぶい黄褐� 

色

7層
粗粒の砂の混入が� 

顕著

7層� 

にぶい褐� I曽手力日 )E 

加曽手I)E O 

O第15図� 23 胴 要員部に隆幕を巡らせる/縄文RL

第15図� 24 1同 太沈線と隆帯による渦巻文つ/縄文RLR

7層
75YR5/4 

燈

75YR7/6 

燈

7層� 

加曽手I)E O第15図� 25 胴縄文RL 7層
7.5YR7/6 

にぶい赤褐
O O第15図� 26口縁 帯縄文LR 7層称名寺� I 内面は明赤褐色

5YR5/3 

灰黄褐 |。。
O 
内面はにぶい赤褐� 

色
RL微隆起線・ 沈線による区画を磨消し/縄文	 』同� 27図15第 称名寺� I 7層

lOYR4/3 

第15関� 28 胴 帯縄文L	 灰黄褐
称名寺� I O O 7層� |内面樫色lOYR6/2 

第15閃� 29 1同 帯縄文L
にぷい黄櫨

称名寺 I O 7層
内面は燈色� 

lOYR6/4 	 断面に繊維痕

O O
1I~称名寺巴形に組み合わせた、沈線・車Ij突を伴う弧状の にぶい赤褐

』同� 30図15第
貼付文/沈線による区画文/	 2. 堀之内� 1縄文LR 5YR4/4 

第15図� 31 胴 斜行沈線文/縄文 LR
黒褐色

堀之内� 1 O O 7層
10YR3/1 

第15関� 32口縁
口唇部内屈/口縁直下に� 8の字状貼付文/山形 にぶし、赤褐

堀之内� 2 O 7層 内面は黒褐色。� 
の沈線文/帯縄文LR 5YR4/4 


口唇部直卜に刻みを伴う貼付文/横位の細沈線 褐灰

第15閃� 33口縁

/口唇部内由直卜に浅い沈線� 7.5YR4/1 
招之内 2 。O O 7層� 

口唇部内折/口唇部直下に刻みを伴う 貼付文/にぶい赤褐 堀之内 2~
第15図� 34口縁

帯縄文LR 25YR4/4 加曽干1)B 1 O 7層 内面は明赤褐色

横伎の沈線区画内に長短の沈線を� 2段に充填/ 褐灰 7層� I内面はにぶい黄燈堀之内。	 月同� 35図15第
縄文 LR 	 lOYR4/1 O 

色

にぶし、褐 堀之内 2~ 。第15関� 36 胴沈線 (入組文 ?)/縄文LR
7.5YR5/3 加曽利� B1 	 7層 内面は灰褐色� 

ト昌	 
黒褐色

第15関� 37 胴 縄文LR
lOYR3/2 

後期� O 7層 裏由は日月赤褐色� 

にぶい赤褐
第15図� 38 胴 縄文LR

5YR5/3 
後期� O f昌� 7層 裏噸は明赤褐色� 

にぶい黄褐
第15図� 39 胴 縄文L

10YR6/3 
後期 。� O 7層 内面赤褐色� 

にぶい黄褐 褐色粒子はローム
層7褐O後期 	条線文月同� 40関15第

10YR5/3 小塊ワ

灰黄褐
第15図� 41 胴条線文

10YR6/2 
後期� O 褐� 7層� 

灰黄褐
内面はにぶい樫色屑7。後期

YR6/2lO	
条線文月間� 42図15第

第15図� 43 1同 斜行沈線文 	
明赤褐
5YR5/6 

後期� O 7層� 

。� O平行沈線文/縄文LRワ	 I霊
』同� 44閃15第

月同� 45関15第

7層後期
7.5YR7/6 

赤褐
O O O沈線区画による文様帯に格子目状沈線文 7層後期粗製

5YR4/6 

にぶい黄褐
第15図� 46 胴� |横位の沈線区曲lに斜行する沈線文/縄文RL O O後期粗製� 7層|lOYR5/3 

第15図� 47 胴� |細械による懸垂文ワ	 
lOYR3/1 

後期粗製� 0111 7層� I色内面はにぷい黄燈0
1 

石石英角角閃石 ・輝石磯ー 細磯砂砂粒褐 .褐色粒子

第� 2表 包含層出土土器一覧(5) 
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自首挿図番号 部位 文線 ・特徴なと 色 調 時期 ・型式
胎土混入物

出土位置 考
石 角 磯 砂 他

にぶい援
第15図� 48 底 底面網代痕

75YR7/4 
後期� 7層� 

にぶい赤褐 。
O 

第16園� 1 胴 貝殻条痕文(内外面) 2.5YR5/4 
条痕文系 繊� 3M 内面はにぶい褐色� 

によ山、燈
第16図� 2 1同 貝殻条痕文 (内外面) 5YR6/4 条痕文系� O 繊� 3M 内閣はにぶい褐色� 

第16図� 3 胴 押引文を伴う隆帯区画/沈線による鋸歯状文
燈

勝坂� O 金� 3M 

第16図� 4リ縁 小波状� u縁/口縁部直下に隆帯/縄文� RL
にぷい赤褐� 

O 3M 25YR4/4 加曽未Ij EI~II 

5YR6/6 

にぶい檀

5YR6/4 

。
。� 

9~13は称名寺式の土器片。 14は堀之内式土器の胴部片である O

第16図� 5口縁 磨消による波状文/縄文� LR
7.5YR6/6 

加営不IJEID O 3M 

内面は黒褐色8M +目 EN O加曽平Ij� 
にぶい燈

L縁部無文帯/縄文� u沈線区画による� 口縁6図16第� 

にぶい楼� 
O 3M IJEI~II加曽末75YR6/4L撚糸文� 目同� 7図16第� 

にぶい赤褐
第16図� 8リ縁 沈線による� V字区画/縄文LR

25YR5/3 
加常利� EN 3M 砂はキ且粉� 

灰褐
称名寺� I第16図� 9口縁 波状口縁/波� l頁部に刺突/帯縄文� RL 5YR5/2 

。
O 

3M 

I O 3M称名寺� 
褐灰沈線 ・微隆起線による区画(渦巻き文 ?) に縄

目同� 10図16第

トーー
文R 5YR4/l O 

1 

にぶい黄櫨
O 3M 褐I O称名寺

YR6/3
LR 

lO
沈線区凶(J字文)に縄文� 月同� 11図16第

灰褐
第16図� 12 胴 縄文LR/tt線 5YR4/2 

称名寺� I O 3M 

。
O 

第16図� 13 1同 沈線区画に車Ij突列文
にぶい赤褐

称名寺H O 3M 
内面はにぷい赤褐� 

5YR4/:J 色

褐灰
第16図� 14 胴 平行沈線/斜行した条線文 5YR4/1 

堀之内� 1 O O 8M 

石 ー石英角。角閃石・輝石 磯 ・細磯妙 砂粒繊繊維金'金雲母褐褐色粒子

第� 2表 包含層出土土器一覧(6 ) 

縄文時代後期の土器群� (9 ~14) 

平安時代の須恵器(15)

護形土器の胴部破片と思われる O 色調は暗灰褐色を呈し、胎土には白色砂粒を含む。内面には当て道

具痕(無文)、外面には平行叩き 日痕が残る� O

第� 2節近世以降の遺構� 

( 1 )土坑 
  

105号土坑(第17図)


[構造](平面形)楕円形。(規模)120x 105cm ・深さ 60~85cm

を測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、形状は円

筒形を呈する� o(主軸方位) N-So a 
A-

[覆土]
 

1層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。


軟質。
 
1m 

2層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。 骨

粉と思われる灰白色小ブロックを僅かに含む。軟質。� 第17図� 105号土坑(1 /60) 
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3層 にぶい褐色土 (7.5YR5/3)。 ロームブロック O 硬質。 

4層 黒褐色土(10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。湿り気をおびる。軟質。
 

[遺物]本遺構に伴うと思われる遺物の出土はなかった。


[時期]近世以降か。


[所見]骨粉と思われる灰白色小ブロックの存在や形状からみて、墓墳の可能性が大きし、。
 

( 2 ) 溝 跡  

7号溝跡(第  18図)

[構造] 8号溝跡との新旧関係は不明。(規模)ほぼ南北に走向するが、南側では西に弧を描き 8号溝

跡と合流する。 上幅 45~56cm ・下幅 18~25cmを測る O 確認面からの深さは 20~33cmで=あるが、溝底は北

から南に向けて傾斜して下がっていて、深さは北側と南側とでは 30cm前後の差がある O 横断面形は逆台

形を呈し、壁は 600 前後の角度で立ち上がる。 

[覆土]
 

1層 黒褐色土 (10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。軟質。
 

2層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。軟質。
 

3層 灰黄褐色土 (10YR4/2)。ローム粒子を多く含む。軟質。


[遺物]本遺構に伴うと思われる遺物の出土はなかった。


[時期]近世以降か。
 

8号溝跡(第  18図) 

[構造] 3号住居跡・ 14号炉穴を切る o 7号溝跡との新旧関係は不明。(規模)ほぽ南北に走向する。

横断面は確認できた部分で、上幅 105cm前後・中幅25cm・下幅 18cm前後を測り、溝底は西側に一段平坦

面を有する O 壁の立ち上がりは西側が急斜で800 前後、東側は一段稜を持ち 300 前後の角度で立ち上が

る O 確認面からの深さは 25~50cmであるが、溝底は北から南に傾斜して下がっていて、深さは北側と南

側とでは 70cm前後の差がある。 

[覆土]
 

4層 黒褐色土 (10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。軟質。
 

5層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。軟質。
 

6層 灰黄褐色土 (10YR4/2)。ローム粒子を多く含む。やや硬質。


[遺物]本遺構に伴うと思われる遺物の出土はなかった。
 

[時期]近世以降か。


円
ノ 

u 





第 4章調査のまとめ

中野遺跡、は、これまでの発掘調査によって、旧石器時代、縄文時代(早~晩期)、弥生時代(後期)、

古墳時代 (前~後期)、平安時代、中世、近世の複合遺跡である ことが確認されている。

本調査地点では、縄文時代の住居跡 1軒(3号住居跡・中期後半)、土坑 l基 006号土坑・早期後半)、

炉穴 5 基 02号~16号土坑・早期後半)、近世以降の土坑 l 基 005号土坑・墓墳の可能性高)、溝跡 2

本c7号 ・ 8号溝跡 ・性格は不明)が検出された。また遺構外では、須恵器なども含む縄文時代を中心

とした遺物包含層が確認され、早期後葉から後期中葉にかけての土器が出土した。

特に、遺物包含層については、本地点以外の調査でも確認されているため、本章では、本地点が含ま

れる中野遺跡における遺物包含層について簡単にまとめることにしたい。

中野遺跡は新河岸川に面した台地の北端に在り、遺跡の西側には柳瀬川に向かつて南北に走る谷が入っ

ている。この谷に面した斜面にはローム漸移層の遺存するところが多く、縄文時代をはじめとする遺物

が混入している部分は遺物包含層として捉えられている。包含層出土の遺物が報告されている地点の遺

構確認面の標高は、第 2地点で約 9.1m、第43地点で、約 9.2m、第49地点で約8.8mを測り、今回の第71地

点では 7.3mというようにこれらよりも高い位置に在る遺跡の東半では、現在までのと ころ遺物包含層

は報告されていない。

遺物としては、縄文中期後葉の加曽不iJ E式期~後期前葉の堀之内式期の土器を中心に出土する傾向に

あり、特に、第49地点と今回の第 71地点では、ある程度まとまった量の土器が出土している。

興味深いのは、後期の土器群で、特に堀之内~加曽利 B式土器は、谷の反対斜面に位置する城山遺跡

北端部を含めた、前述の南北の谷周辺に特徴的なものである。そのため、当該期の中心がこ の近隣にあっ

たことが想像され、西原大塚遺跡を中心に柳瀬川沿いに広がる中期後葉から後期初頭にかけての遺跡と

の関連が注目される O しかし、志木市内での後期の遺構は検出例が少なく、既報の住居跡は西原大塚遺

跡の99号住居跡(加曽利 B1式期)に限られ、今後の調査が待たれる O

また、今回の調査では、 4層から平安時代を主とする須恵器が出土している O 図示できるものは少な

かったが、出土量は比較的まとまっており、 4層が平安時代以降に形成された司能性を示唆するもので

ある O これは、本調査地点が、傾斜地にあることから、雨水の影響などによって土壌の撹拝等がおきや

すく、縄文と平安という異なる時代の遺物が伴って出土したものと考えられる O
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調査原因I調査期間調査面積
東経北京章!Jが� 1] ふなtカり

所 収遺跡 名 ず[ 在 地 市町村 i遺跡番号� co ' " ) (0 ，11 ) (m2) 

むか の L き� L かしわちょ う� 

中 野遺
い

跡
せき 350 1390 20081118 201.40 (仮称)埋蔵

志木市柏町�  
11228 002 49' (全体 文化財セン

1 J円1513-1 (第 71地点)� - 58" 21" I 20081216 6:14.87) ター建設

所 収遺跡 名 種 別 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代中期 住居跡� 1軒 土器 ・石器

早期 土坑� 1基 土器片

炉穴� 5基 土器小片

遺物包含層 土器 ・石器 遺物包含層から

は、縄文時代後期

の土器を主体とす

る遺物が多く出土
中野遺 跡 集落 している O

(第 71地点)

近世以降 土坑 ]基 105号土坑は骨粉

溝跡� 2本 と足、われる灰白色

小 フロッ クの存在

や形状から、 墓填

の可能性が大きい。
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